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見
直
し
の
経
緯

平
成
5
年
4
月　
事
業
採
択

平
成
11
年
3
月　
都
市
計
画
決
定

平
成
14
年
3
月　
事
業
認
可
取
得
（
事
業
に
着
手
）

平
成
19
年
1
月　
7
年
延
伸
を
公
表
（
工
事
完
了
を
平
成
27
年

度
か
ら
平
成
34
年
度
に
変
更
）

平
成
24
年
2
月　
事
業
の
見
直
し
検
討
に
着
手
す
る
旨
を
公
表

平
成
25
年
8
月　
見
直
し
検
討
状
況
を
公
表

平
成
26
年
5
月　
副
知
事
、
海
田
町
長
お
よ
び
海
田
町
議
会
が

現
地
視
察
し
、
意
見
交
換
を
実
施

平
成
26
年
7
月　

県
と
海
田
町
は
「
協
議
の
場
」
を
設
置

（
7
・
10
・
12
月
に
開
催
）

平
成
26
年
12
月　
土
地
区
画
整
理
事
業
と
一
体
と
な
っ
た
南
北

市
街
地
の
一
体
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、

県
と
海
田
町
は
、
海
田
町
域
に
お
い
て
、
高

架
高
さ
を
抑
え
る
な
ど
の
コ
ス
ト
縮
減
策
の

可
能
性
検
討
を
行
う
こ
と
に
つ
い
て
合
意

平
成
27
年
6
月　
海
田
町
は
県
・
市
が
示
し
た
見
直
し
の
方
向

性
を
了
承

広
島
市
東
部
地
区
連
続
立
体

交
差
事
業
の
見
直
し
の

方
向
性
を
了
承
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29東広島バイパス

28広島南道路

鉄道高架区間（Ⅰ期）約2km
（府中町域　約1.1km，広島市域　約0.9km）

鉄道高架区間（Ⅱ期） 約1.1km
（広島市域　約0.4km，海田町域　約0.7km）

鉄道高架区（Ⅱ期)　約0.9km
（海田町域　約0.9km）

跨線橋

アンダー

東西幹線道路

8

切
踏

越
船

線
川

都
花

線
町

窪
店

中

22
山
の

線
手

4
第

組
上

4
切

踏
3

第
頭

市

1
切

踏線
原

石
市

上

12 2
脇
の

第
内

2
切

踏線
原

石
市

上

1

第
手

山
下

4
切

踏

東西幹線道路

瀬
野
川
東
踏
切

瀬
野
川
西
踏
切

大
正
通
第
2踏
切

瀬
野
川
東
踏
切

18中
店
第
1踏
切

中
店
第
1踏
切

5

瀬
野
川
西
踏
切

19大
正
通
第
2踏
切

20大
正
通
第
1踏
切

大
正
通
第
1踏
切

6

新
町
踏
切

新
町
踏
切

7

海田町域で除却される踏切

都
市
整
備
課　
☎
8
2
3
ー
9
6
3
4

　
　
　
　
　
　
蕭
8
2
3
ー
9
2
0
3

見
直
し
の
概
要

①
主
な
事
業
内
容

　
鉄
道
高
架
区
間　
約
4
㎞

　
（
海
田
町
域
1
・
6
㎞
、
広
島
市
域
1
・
3
㎞
、

府
中
町
域
1
・
1
㎞
）

　
東
西
幹
線
道
路
・
跨
線
橋
・
ア
ン
ダ
ー
パ
ス
の

整
備

　
踏
切
除
却　
14
箇
所（
う
ち
海
田
町
域
6
箇
所
）

②
全
体
事
業
費

　
約
7
7
0
億
円

③
工
事
期
間

主
な
変
更
内
容

○
鉄
道
高
架
区
間
延
長
の
減

　
約
6
・
3
㎞
→
約
4
・
0
㎞

○
高
架
高
さ
を
抑
え
て
構
造
を
ス
リ
ム
に

　
高
架
下
の
空
間
を
「
4
・
7
ｍ
の
車
両
制
限
無

し
」
→
「
一
般
的
な
緊
急
車
両
が
通
行
可
能
な

3
・
2
ｍ
以
上
を
確
保
」

見
直
し
の
視
点

①
事
業
目
的
の
達
成

・
交
通
の
円
滑
化

・
南
北
市
街
地
の
一
体
化

・
踏
切
の
安
全
確
保

②
実
現
の
可
能
性

・
工
事
期
間
の
長
期
化
の
解
消

・
事
業
費
の
縮
減

③
土
地
区
画
整
理
事
業
と
の
連
携

④
買
収
済
用
地
の
活
用

地
元
説
明
会
開
催
日
程

　
次
の
日
程
で
地
元
説
明
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

7
月
21
日（
火
）

　
19
時
～　
海
田
公
民
館

7
月
22
日（
水
）

　
19
時
～　
海
田
町
福
祉
セ
ン
タ
ー

7
月
26
日（
日
）

　
10
時
～　
海
田
町
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
15
時
～　
海
田
公
民
館

15年間程度

Ⅰ期　10年間程度

Ⅱ期　10年間程度

向洋駅周辺

海田市駅周辺


